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回避力
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必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点
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エメラリア

ルーンフォーク

魔動機師

15

0

暗視、HP変換

女 製造後１２年

大きな遺跡を発見したことが有る
本から大きな影響を受けたことが有る
のめりこむ趣味が有る
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12 37 61 10

3 21 36 6

12 12 32 5

7 15 30 5

8 17 31 5

5 18 29 4

フェンサー

マギテック

レンジャー

セージ

エンハンサー

アルケミスト

15

14

9

9

8

3

ルーンマスター

治癒適性

不屈

ポーションマスター

鋭い目

弱点看破

マナセーブ

両手利き

回避行動

二刀流

双撃

魔力撃

足さばき

キャパシティ

牽制攻撃

IB34

2122

2123

2123

2120

2121

2123

223

218

221

219

227

2120

3142

224

巨人語

交易共通語

神紀文明語

ドラゴン語

汎用蛮族語

魔動機文明語

魔法文明語

妖魔語

バルカン語

ソレイユ語

○

○ ○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○

ガゼルフット

キャッツアイ

ビートルスキン

ストロングブラッド

メディテーション

スフィンクスノレッジ

ケンタウロスレッグ

デーモンフィンガー

クリティカルレイ

パラライズミスト

ヴォーパルウェポン

3000 3000
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炎嵐の盾（ﾏﾅﾀｲﾄ）
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１

１
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2

2

4フェンサー

サーペンタインガン

サーペンタインガン

ﾘｯﾊﾟｰﾅｲﾌ

射程10m、装填3

射程10m、装填3

1H

1H

1

1

0

0

11 19

11 19

-13170

10 36 108 25 4 75

14 0 20 19 86

魔動機術 14 19

ボクは製造されたあと、すぐにマスターといっしょに冒険に出ることになった。その冒険の最中で大規模な魔動機文明の遺跡を発見し（大き
な遺跡を発見したことが有る）、其処に置かれていた当時の書籍で目にしたオメガシューターという魔動機術にボクは心奪われたんだ（本か
ら大きな影響を受けたことが有る）。マスターも満面の笑みで「パイルシューター、オメガシューターは浪漫」って言ってたよ。ボクは浪漫
を極めるためにマスターの下を離れると一人浪漫を追い求める探究者として冒険を続け、ついにオメガシューター二刀流っていう一つの浪漫
の形に至ったんだ。けど、まだまだこれで終わりじゃないよ。ボクは此れからも更なる浪漫を追い求めて探究の旅を続けるつもりさ（のめり
こむ趣味が有る）。

ボクっ子、全体的に緑色の印章の強い少女の姿のルーンフォーク。魔動機師と軽戦士としての確かな腕と共に、堪能な語学、蛮族や魔物への
知識、薬草学やポーション類などの知識などを習得している。
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